
学級における具体的な子どもの姿

級訓

指導・支援の内容

きらきら学級　学級経営案 女子１名【計１名】 担任：伊藤　綾美令和４年度

本校のめざす

学校像

20年後、30年後を生きる子どもたち

正解のない世の中を生き抜く力

協働して作り出す力 ⇔ AI

持続可能な社会を生み出す力

地域・保護者の願い

ふるさとに根っこをもつ子ども

学力の定着・活力のある姿

人間力・生活力を大切にする学校

わくわく にこにこ きらきら

教育目標

いきいき学ぶ みんな輝く 未来へ進む 東栄小

校訓「ちえ輝く子、やさしさ輝く子、げんき輝く子」の育成に向けた教育を行う。

令和４年度めざす子どもの姿

ともに成し遂げた経験をもち、考え、伝え合い、行動する子ども

学習や作業により長く、

より多く取り組む

誰かの役に立つ活動に

継続的に取り組む

活動に合った服装や持

ち物を選び、身につける

思いを自分から伝えよう

とし、人とかかわる

○授業で

・さまざまな教科、領

域を通して語彙を増や

すための活動を取り入

れる。また、復唱を多

く取り入れ、発語、発

話を促す。

・課題の量や取り組む

時間を前年度よりも少

しずつ増やしたり、課

題の内容を少しずつ難

しくしたりする。

○生活の中で

・してほしいことがあ

るときに、「おねがい

します」と言えるよう

にするために、欲して

いることを言語化して

確認し、「おねがいし

ます」を復唱させる。

〇朝の活動で

・水やりに継続的に取り

組めるように、支援員さ

んと連携する。

〇給食で

・ごみ袋をワゴンに貼り

付ける活動を継続する。

交流学級でそれが本人の

役割であることを明示し

てもらい、帰属感をもた

せる。

〇生活単元、自立活動等

で

・配膳室前で使うごみ袋

作りに取り組む。

※いずれの活動も主体的

に取り組めたら大げさに

褒めて、次につながるや

る気を引き出す。

〇体育の前に

・ふさわしい服装の写

真を見せ、着替えよう

と声かけすることで着

替えられるようにする。

※この１年で体育の授

業や体育的行事などで

は赤白帽子もかぶれる

ようにしたい。現在は、

すべて通学帽子で過ご

している。

○給食の前に

・上靴をはいてから、

望ましい手洗いを自分

でできるように視覚に

訴える支援をする。

※現在は簡単な手洗い

後に靴下や上靴をはい

ている。

〇人とかかわるときに

・作ったごみ袋を養護

教諭に自分で届ける機

会を設けることで、

「どうぞ」、「どうい

たしまして」と言う必

然性を生じさせる。

※現在「どうぞ」「あ

りがとう」は言えるこ

とも多い。可能であれ

ば、「失礼します（し

ました）」にもチャレ

ンジしたい。

・ブランコに乗りたい

ときに「かして」、か

わってもらったときに

「ありがとう」と言え

るように声かけをして

いく。

いっぽいっぽすすんでいこう すてっぷ


